
令和７年産 （有）アグリサポート白山 特別栽培米「ひゃくまん穀」 

 

農林水産省「みどりの食料システム戦略」の政策に沿って、ＪＡ白山では水稲生産者の所

得向上を目的に付加価値のある米づくりを目指し「有機栽培米」に取組む。 

子会社（有）アグリサポート白山で令和６年度から８４ａの「ひゃくまん穀」実証試験を開

始、２年目の令和７年度は２．０ｈａに拡大し目標収量１２０俵を目指す。 

 

 

【有機栽培米の栽培技術の実証内容】 

 ①化学肥料・農薬を使用しない水稲栽培 

 ②乗用水田除草機を活用した本田内の雑草管理（３回実施） 

 ③くず大豆散布による酸素欠乏効果の雑草抑制検証 

 ④微生物農薬による防除効果の検証 

 ⑤収穫量、品質、食味、品種適正の検証 

 これらの実証試験をもとに有機栽培米の栽培マニュアル策定に取組む（令和９年度目標） 

 

 

【７年産「ひゃくまん穀」の実証圃】 

（森島町圃場） 

森島え２２    ３，１３３㎡ 

森島え２３－１    ８５３㎡ 

森島え２３－２     ４４㎡ 

森島え２４    ２，０８９㎡ 

森島え２５－１  ２，３４８㎡ 

森島え２５－２    ６５８㎡ 

森島え２６    ３，００７㎡ 

■森島面積１２，１３２㎡ 

 

（川北町藤蔵圃場） 

森島え４３－１    ５２１㎡ 

森島え４４      ６８４㎡ 

森島え４５－１  １，５４８㎡ 

森島え４５－２     ８９㎡ 

森島え４６－１  １，４６０㎡ 

森島え４６－２    ２４６㎡ 

森島え４７    １，６９４㎡ 

森島え４８    １，３０８㎡ 

森島え４９－１    １８８㎡ 

森島え４９－２    １１８㎡ 

森島え５１－１     ７４㎡ 

森島え５１－２    ２７５㎡ 

森島え５１－３    １５３㎡ 

■藤蔵面積８，３５８㎡       ■７年産 特別栽培米「ひゃくまん穀」合計２０，４９０㎡ 

 

 


